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研究成果の概要（和文）：　小型Ｘ線発生装置を装着したルミネッセンス自動測定装置（NRL-99-OSTL2-KU）を
設計製作した。　
　パキスタン北部ソアン地域では、レス堆積物に15～80 kaの光ルミネッセンス（OSL）年代を求めることができ
た。パキスタン南部ヴィーサル・ヴァレーでは、砂丘堆積物で2～9 kaのOSL年代を求めた。この地域では、石器
は地表面に露出しており、堆積物の年代と石器の年代とは乖離していることが明らかになった。中国泥河湾地域
の二道梁遺跡では、石器包含層の上下層に対して19 kaと24 kaが得られた。このOSL年代は、既報の放射性炭素
年代と矛盾しない。

研究成果の概要（英文）：I designed and manufactured an apparatus of luminescence measurement “
NRL-99-OSTL2-KU”.
Optically stimulated luminescence (OSL) has been conducted for several Palaeolithic sites in 
Pakistan and China by single aliquot regenerative-dose (SAR) protocol using OSL reader “
NRL-99-OSTL2-KU”. At Soan area, Northern Pakistan, OSL ages were obtained as ca. 15-80 ka. At 
Veesar Valley of Thar Desert, Southern Pakistan, OSL ages obtained as ca. 2-9 ka for sand dunes. At 
Erdaoliang site, Nihewan Basin of Northern China, OSL ages of two samples taken from above the 
cultural layer and from the cultural layer were 19.0±0.98 ka and 23.9±1.2 ka, respectively.

研究分野：文化財科学（年代測定）

キーワード： 年代測定　ホモ・サピエンス　南回りルート　旧石器遺跡
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１．研究開始当初の背景	
	 ホモ・サピエンス「出アフリカ」後の拡散
経路は、シナイ半島からヨルダンへ抜ける経
路と東アフリカからアラビア半島へ抜ける
経路が現在想定されている（後者を以下、「南
回りルート」と記す）。しかし、「南回りルー
ト」を裏付ける直接的な証拠（化石人骨など）
は発見されていない。考古学的には、アラビ
ア半島やインドなど南アジア地域において
ホモ・サピエンスが作成したと考えられる石
器が出土している。	
	 一方、北東アジアまで到達したホモ・サピ
エンスの証拠は、現在確認されているものと
しては、北京周口店遺跡第 27（田園洞）地点
で発見された 39〜41	cal	kyBP の化石人骨で
ある。しかし、周口店・田園洞地点では、化
石人骨に石器が共伴して出土しなかった。周
口店・田園洞地点と地理的に近い中国河北省
泥河湾地域において、約 4〜3 万年前と考え
られる峙峪遺跡で、小型石刃と小型石刃核が
出土している。しかし、研究代表者らによっ
て峙峪遺跡出土炭化物の放射性炭素年代測
定を追試したところ、44.7〜44.2	cal	kyBP
という値が算出されるなどいまだ年代の確
定には至っていない。また、峙峪遺跡がある
泥河湾地域における旧石器時代の研究は、研
究代表者が 2002 年より現地調査および年代
測定データの蓄積を行い、泥河湾地域東端に
おける地形発達史の解明とそこに立地する
旧石器遺跡の編年を構築してきた。	
	 南アジアと北東アジアでは、地理的距離に
隔たりがあるが、2009 年に公表されたアジア
人の核 DNA のゲノムレベルの研究成果で、最
初のアジア人はヒマラヤ山脈の南側を移住
してきたらしいという結果が得られている。
しかし、このように拡散経路は想定されてい
るものの、経路を線として連結する以前に、
結ぶための点（旧石器遺跡）をより明らかに
することが必要である。	
	
２．研究の目的	
	 ホモ・サピエンスが「南回りルート」でイ
ンドまで到達するまでの経路、およびインド
から中国へと到達したホモ・サピエンスの経
路という二つの追跡研究を、まずは 2地域に
焦点をあてて重点的に行うことにより、ホ
モ・サピエンスの「南回りルート」の足跡を
着実に追跡する。そこで本研究では、（1）パ
キスタンの北部ソアン地域と南部ヴィーサ
ル・ヴァレーで検出されている石器群の年代
的位置づけを行うため、遺跡周辺地域の地形
形成過程の復原を行うために石器出土層位
の年代測定を行う。また、（2）泥河湾地域の
地形発達史解明につながる年代情報を蓄積
するために、旧石器遺跡において年代測定を
行うこと、以上２点を目的とした。	
	
３．研究の方法	
	 研究空白地帯であるパキスタンと、不確定
要素が残る中国泥河湾地域に対象地域を絞

り、両地点において、発見や発掘調査がなさ
れていながら年代情報が不明もしくは不詳
な旧石器遺跡の年代測定を行った。具体的に
は、（1）パキスタン北部ソアン地域および南
部ヴィーサル・ヴァレーの旧石器出土層位の
年代を光ルミネッセンス（OSL）法で求めた。
（2）中国の泥河湾地域では、二道梁旧石器
遺跡の OSL 年代測定を行った。	
	 以上、遺跡堆積物の OSL 年代測定を行うた
めに、ルミネッセンス自動測定装置を設計製
作した。	
	
４．研究成果	
	 設計製作したルミネッセンス自動測定装
置に小型Ｘ線発生装置を装着した（図 1）。そ
して、Ｘ線の校正照射を、奈良教育大に設置
してあったγ線源（広島大学原医研の 3rd ナ
ショナルスタンダード線源で校正）を用い、
石英の標本試
料により線量
評価を行える
ようにした。
これにより、
これまで分散
していた試料
処理から測定
までの一連の
実験が、一つ
の場所で行え
るようになっ
た。	
	 OSL 年代測定では、パキスタン北部ソアン
地域と南部ヴィーサル・ヴァレーの旧石器出
土層位、および泥河湾地域の二道梁旧石器遺
跡で年代を求めた。ソアン地域では、2 地点
において 15〜80	ka のレス堆積物の年代を求
めることができた。これらは、Rendell ほか
（1987）が残存 TL 差し引き法で求めた TL 年
代と調和的であった。ヴィーサル・ヴァレー
では、砂丘堆積物で 2〜9	ka の年代が求まっ
た。この地域では、石器は地表面に露出して
おり、堆積物の年代と石器の本来の年代とは
乖離していることが明らかになった。二道梁
旧石器遺跡では、石器包含層の上下層である
レス堆積物に対して 19	ka と 24	ka が得られ
た。既報の放射性炭素年代は18,085±235	yBP
であり、放射性炭素年代を暦年校正すれば
（中国の場合は半減期を 5730 年としている
ため単純に較正曲線 IntCal にあてはめられ
ない）矛盾しない結果である。	
	 これら OSL 年代は、複数の年代モデルに当
てはめることで、セロリセット条件や
aliquot ごとのばらつきなどを考慮して年代
を求めることができるようになった。	
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図１	OSL/TL 測定装置	

（NRL-99-OSTL2-KU）	
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